
自然とともにくらすため考えたり取り組んだこ

とをもとに、思いや願いを話し合い発信しよう

◎取り組んできたことから『わたしが考える

「しぜんとともにくらす」ために大事なこと』

を考える

①これまでの取り組みを振り返る。

②「しぜんとともにくらす」ために大事なこと

をとは何か考える。

◎報告会に向けて情報を収集する

③発表したい内容・方法について不足した情報

などを収集する。

◎仲間と情報交換しながら調べた結果を

整理する

④集めた情報を関係づけながら、情報どうしを

関連付けて考える。

⑤目的に合った内容・方法になっているか、吟

味する。

⑥発表の内容・方法について考える。

◎発表することをまとめ・表現する

⑦取り組んできたことから『わたしが考える

「しぜんとともにくらす」ために大事なこと』

をまとめる。

⑧ESD子供報告会で発信する。

⑨一年間の学習を振り返りまとめる。

第３学年

総合的な学習の時間

しぜんとともにくらそう （単元計画／全７０時間）

‹外部人材・地域資源等≻

・すぎなみ環境ネットワーク ・JA

・農業公園

身
近
な
自
然
環
境
に
対
す
る
行
動

ステージ３

人と身近な生き物とはどのようにかか

わっているのか自分の考えをまとめよう

◎地域の自然にかかわる方から自然との

かかわり方について話を聞き、考えを深

める

①身近な自然と人とがどのようにかか

わっているか見直す。

②学習計画を立てる。

◎自然とかかわっている方から話を聞き

情報を集める
③農家、JA、専門家、区公園緑地課、環
境ネットワークの方から生き物とのかか
わり方について話を聞く。

◎集めた情報を整理・分析する

④インタビューした内容を課題と関連付

けて整理する。

⑤自分の考えをまとめるために必要な情

報を吟味する。

⑥人と生き物がよりよくくらせるように

するための考えをつくる。

◎まとめ・表現

⑦人と生き物がよりよくくらせるように

するために取り組む（すみかづくりな

ど）。

⑧を他校に発信する。

⑨取り組みを振り返る。

「身近な生き物は自然の中でかかわりあ

いながら暮らしていて、人の暮らしも関

係がある」

課題設定 ステージ１

自然とともにくらすため、私たちにできること

に取り組もう

◎これまでの取り組みをふり返り、どのように

自然とかかわるかについて計画を立てる

①これまでの取り組みを振り変える。

②自分たちにできることはないか考える。

「人と生き物がよりよくくらせるような環境を

つくろう」

◎校内の生き物について自分たちに何ができる

か、図書館等で情報を集めたり、専門家から話

を聞いたりする

③必要な情報を収集する。

（本、図鑑、インターネット、インタビュー等）

◎選んだ生き物に対して自分たちにできること

について、調べた情報を整理する

④調べた情報を関連付けて考える。

⑤必要な情報を吟味する。

◎調べたことを比較したり、関係付けたりしな

がら自分ちができることについて考える(2時間)

⑥自分たちにできることを考える。

◎調べたことをもとに、人と生き物が暮らしや

すい環境を作る
⑦それぞれの課題意識に沿って環境づくりに取

り組む。
⑧学年でそれぞれの取り組みを発表する。
⑨活動を振り返る。

ステージ２

他
教
科
と
の
関
連

西田小学校では教科との関連を「問題解決の質を高める」「よりよく価値観を広げる」「各教科等の学びの質を高める」という観点でとらえている。

身の回りの自然について知り、課題を
発見しよう

◎ 身の回りの自然に関心をもつ
①「しぜんとともにくらそう」という
言葉からイメージすることをイメージ

マップに書き出し自然に対するイメー
ジを確認し、問いを立てる。
「身近な生き物はどのような暮らしを

しているのだろうか」
②身近な生き物はどのように暮らして
いるか考える。

◎身近な生き物の暮らし方についての
情報を収集する

③身近な生き物はどのような暮らしを

しているのか、ヤゴ救出大作戦や環境

ビンゴ、生物を飼育したり、観察や図

鑑等を活用したりして情報を収集する。

◎集めた情報を整理・分析する

④集めた情報を関連付け自分たちに何

ができるか考える。

⑤集めた情報からヤゴの産卵場所の作

成に必要な情報を吟味する。

⑥ヤゴお誘い装置を設計する。

◎まとめ・表現

⑦ヤゴお誘い装置を製作する。

⑧作品を学年で見合う。
⑨取り組みを振り返る。
「身近な生き物は生き物どうしや環境

とかかわりながら暮らしている」

理科 「自然観察をしよう」

「植物を育ち方」「こん虫の育ち方」

◎昆虫の成長の過程や体のつくりを調べる活動を通

して、主体的に問題を解決しようとする力や生物を

愛護する態度を養う。

１．チョウやトンボの体のつくりを調べる。

２．いろいろな昆虫の育ち方を比べながら調べる。

社会 「わたしたちのまちのようす」

道徳 「ヌチヌグスージ」生命の尊さ

「ツバメの赤ちゃん」自然愛護

国語 「きつつきの商売」

地域 すぎなみ環境ネットワーク

国語（図書） 図鑑の使い方を知る

国語じょうほう 引用するとき

理科 「こん虫をそだてよう」理科「動物のすみか」

◎生物が生息している場所を比較しながら生物と環境

のかかわりについて調べる活動を通して、観察・実験

などに関する技能を身に付けるとともに、生物を愛護

する態度を養う。

１．見つけた動物がいた場所と他の動物がいた場所の

様子を比べながら調べる。

道徳 ホタルの引っこし 自然愛護

地域 すぎなみ環境ネットワーク

造園業の方 区役所緑地課

国語 はんで意見をまとめよう

話し合い、考えをまとめる。インタビューによって調査

する。

「食べ物のひみつ教えます」

比較分類の仕方、辞書の使い方を理解する。

「ありの行列」

科学的読み物を読み感想をもち、伝え合う。

図工 しぜんの色 身近なしぜんの形・色

社会 「農家の仕事」

道徳 「いただいたいのち」生命の尊さ

地域 すぎなみ環境ネットワーク 専門家・研究者 JA

地域の農家の方 農業公園

交流 ユネスコスクールネットワーク
道徳 「ふるさといいところさがし」

伝統文化の尊重、国や強度を愛する態度
「おじいちゃんおばあちゃんみていてね」
生命の尊さ

国語 「伝わる言葉で表そう」
体験したことを報告する文章にまとめる。
「わたしたちの学校じまん」
グループで学校行事を紹介する発表を行う。
インタビューによって調査する。

地域 すぎなみ環境ネットワーク

責任感相互性 多様性と共通性



学習の流れ

◆めあての確認

○フィールドビンゴについて説明し、本時のめあてを確認する。

「フィールドビンゴに向けて、学校になにがあるか予想しよう」

◆フィールドビンゴのキーワードを確認し、校内で見つかりそうなも

のを考え書き込む。

○フィールドビンゴのキーワードから、学校で見つかりそうなものを

考えて書き込みましょう。

・「木の花やつぼみ」はどんなものがあるかな。

・桑に「食べあと」があるかも。

・バラのほかにも「ちくちくするもの」はあるかな。

・カイコの幼虫は桑を、モンシロチョウの幼虫はキャベツを

食べるけどそのほかのチョウの幼虫は何を食べるのかな。

◆予想を仲間と交流し、自分との差異点に気付き、気付いたことを

自分の考えに生かす。

○仲間の予想を見て、自分と同じ点や違う点はないか考えよう。

・私と違って、黄色い花が多い気がする。

・みんな畑にはいろいろな花がありそうだと思っているね。

・チョウはいろいろな色がありそうだ。

◆ヒント画像や仲間の予想を生かしたりして考えた予想を発表する。

○考えた予想を発表しよう。

・ヒント画像から、実のある木があったことを思い出した。

・仲間の予想から土の中にはたくさんの生き物がいることに気付いた。

◆今日の学習を振り返る。

○ふり返りの視点に沿って自己評価をする。

○本時を振り返り、本番に向けての意欲を確認する。

・タブレットを使っていろいろな考えを出すことができて楽しかった。

・仲間の考えを観ることで自分の考えをもつことができた。

・本番のフィールドビンゴが楽しみ。

①

導
入

③

終
末

②

展
開

本時の授業デザイン（16時間目／７０時間）

本時の目標

○タブレットを活用し、フィールドビンゴの予想をすることができる。

○フィールドビンゴの予想を通して、身近な自然と積極的に

関わろうという意欲をもつ。

評価規準

知・技 ：ロイロノートを操作し必要な情報を得ることができる。

思・判・表：経験やヒント画像、他者の考えから、結果を予想し、

表現することができる。

態度人間性：フィールドビンゴに向けて、自然と積極的に関わろう

という意欲をもつことができる。

情報活用能力の育成の視点１
ロイロノートを活用しフィールドビンゴを試行錯誤したり、仲間と
自分の考えを交流したりすることで情報活用能力の収集力は育成で
きたか。
○・教師がヒント画像を用意することで、児童は予想のイメージを
もつことができたか。

・タブレット上での仲間との情報交換という場を設定することに
より、児童は多様な予想を考えることができたか。

・教師が作成した「ふり返りの視点」を示すことで、児童は本時の
活動をふり返ることができたか。また今後の見通しをもつことが
できたか。

ESDにおける価値観育成の視点２
ビンゴカードを活用することで、身近な自然環境に対して興味関心
をもち、今後の活動に見通しをもつことができたか。
・「フィールドビンゴの予想」という活動を通して、身近な自然に
対する認識を更新するきっかけを得ることができたか。

・フィールドビンゴに対して意欲的に取り組もうとする心情を育成
することができたか。

・児童は五感を活用して自然と関わることの必要性や良さについて
考えることができたか。

支）ヒント画像を示し、これまでの経験と想起させる。また、言葉、絵、音声
など多様な方法でカード作成に取り組むことができるよう支援する。



フィールドビンゴ



ふり返りのフォーム


